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（令和４年４月現在） 

（仮称）利根町自治基本条例（素案） 

 

（前文） 

私たちのまち利根町は，都心から４０キロメートルに位置し，通勤・通学圏内です。眼下には日本三大

河川の一つであり，坂東太郎とも呼ばれる利根川を望み，古来より水運の要衝として繁栄してきました。

今なお絶えることのない水の恵みは，豊かな緑を育み，田畑を潤しています。 

 

関東最古の水神を祀る蛟もう神社や国の重要文化財を有する徳満寺などの史跡が存在し，また，民

俗学の父 ・ 柳田國男が幼少期を過ごして民俗学を志すきっかけとなる地であるなど，歴史，文化の足

跡がまちの様々な場所に残されています。 

 

近年，様々な要因による人口減少や少子高齢化，高度情報化の進展など利根町を取り巻く社会環境

は目まぐるしく変わってきています。私たちは，子どもから高齢者まですべての人が明るく元気で住みや

すいまち，町民から愛されるまちを創り上げていかなければなりません。 

 

そのために，私たちは，先人たちから受け継いできた自然，歴史，文化を後世に引き継ぐとともに，一

人ひとりが主役となって，町民，議会，行政がそれぞれの役割を果たしながら，協働のまちづくりを進めて

いくことが必要です。 

 

私たちは，まちづくりの基本理念を明らかにし，利根町民であることを誇りと思えるような，笑顔あふれ

るまちづくりを進めるため，利根町自治基本条例を制定します。 

 

 

 

（目的） 

第１条 

 

（条例の位置付け） 

第２条 この条例は，本町の（自治 or まちづくり）の基本を定めるものであり，町民及び町は，この 

条例の趣旨を最大限尊重するものとします。 

※下線部については，条例の名称が「自治基本条例」になれば「自治」に，「まちづくり基本条例」になれば 

「まちづくり」になる。 

 

（定義） 

第３条 この条例において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところによります。 

（１） 町民 町内に居住する者，町内に通勤する者，町内に通学する者及び町内で事業若しくは 

活動を行う個人又は法人その他団体をいいます。 

（２） 行政 町の執行機関である町長，教育委員会，選挙管理委員会，監査委員，農業委員会及び

固定資産評価審査委員会をいいます。 

（３） 町 行政及び議会をいいます。 

（４） 協働 町民及び町が，目的を共有し，それぞれの役割及び責任に基づき，互いに尊重し，対等

な立場で協力することをいいます。 

（５） 参加 町の政策形成，実施及び評価等の過程において，町民が主体的に関わることをいいます。 

（６） 住民自治組織 一定の地域を基盤とする住民の組織であり，当該地域における住民自治の推進

や相互扶助等を目的とした活動を行う団体をいいます。 

 

（基本理念） 

第４条 町民及び町は，町民がまちづくりの主体であることを認識し，それぞれの役割と責務に基づき，

協働によるまちづくりを推進します。 

 

２ 町民及び町は，次に掲げる事項を基本として，協働によるまちづくりを推進します。 

（１）町民の参加を基本として，町の運営が行われること。 

（２）町に関する情報を共有すること。 

（３）町民及び町が，互いに尊重し，理解を深め，信頼関係を構築すること。 
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（男女共同参画の推進）  

第５条 町民及び町は，男女共同参画社会の実現のため，町民及び町が一体となった男女共同参画の

取組を推進します。  

 

２ 町民は，町が実施する男女共同参画の推進の取組みに関し，連携・協力するよう努めます。  

 

３ 町は，男女共同参画の推進に関し，総合的な取組みを実施します。 

 

（町民の権利） 

第６条 町民は，生命，自由及び幸福を追求する権利が最大限尊重されます。 

 

２ 町民は，まちづくりの主体として，まちづくりに参加する権利を有します。 

 

３ 町民は，町政の情報を知る権利を有します。 

 

（町民の役割と責務） 

第７条  町民は，まちづくりの主体であることを認識し，自主的にまちづくりへ参加します。 

 

２ 町民は，互いを尊重し，協力してまちづくりを進めます。 

 

３ 町民は，自らの発言と行動に責任を持ちます。 

 

（子どものまちづくりへの参加） 

第８条 町民及び町は，子ども を将来のまちづくりの担い手として尊重し，子どもがまちづくりに参加でき

るよう 努めます。 

 

（町長の役割と責務）  

第９条 町長は，町を代表します。   

 

２ 町長は，公正かつ誠実に町政 を運営します。 

 

 

 

（議会の役割と責任） 

第１０条 議会は，町の意思決定機関として，条例，法律その他の法令に基づき議決の権限を行使する

とともに，行政を監視する役割を果たします。 

 

２ 議会は，公正かつ開かれた議会運営に努めます。 

 

（議員の役割と責務） 

第１１条 議員は，町民の意見を的確に把握し，町政に反映せるとともに，町民の代表としてふさわ 

しい活動をします。 

 

２ 議員は，自らの資質向上に努め，公正かつ誠実に職務を遂行します。 

 

（行政の役割と責任） 

第１２条 行政 は，条例，予算その他の議会の議決に基づく事務及び法令等に基づく事務を執行しま

す。 

 

２ 行政は，自らの判断及び責任において，事務を公平かつ適正に管理し，執行します。 

 

（職員の役割と責務） 

第１３条 町の職員（以下，「職員」という。）は，町民全体の奉仕者 として，職務を遂行します。 

 

２ 職員は，公正かつ誠実に職務を遂行します。 

 

（情報共有） 

第１４条 町は，公正で開かれた町政を推進するため，町の保有する情報について，適切な情報公 

開及び情報提供を行うことにより，情報の共有化を図ります。 

 

（個人情報保護） 

第１５条 町は，個人の権利利益を保護するため，町の保有する個人情報の適正な取扱いについて，必

要な措置を講じ，個人情報の保護を図ります。 

 

（参加の機会）  

第１６条 町は，多様な参加の機会を提供し，参加の推進に努めます。 
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(参加のための環境づくり) 

第１７条 町は，政策形成，実施及び評価等の過程において，町民に分かりやすく説明するとともに，年

齢，性別に関わらずすべての町民が参加しやすい環境づくりに努めます。 

 

（パブリックコメント） 

第１８条 町長等は，重要な条例の制定又は改廃及び計画の策定又は改定等にあたっては，事前 

にその案を公表して町民から意見を募るパブリックコメントを実施します。 

 

２ 町長等は，パブリックコメント手続によって提出された意見を考慮して意思決定を行うとともに， 

その意見に対する考え方を町民に公表します。 

 

(附属機関等への参加) 

第１９条 町長等は，附属機関等の構成員の一部を公募により選任するよう努めます。 

 

(意見への対応) 

第２０条 町長等は，参加によって町民から出された意見について，幅広い意見の町政への反映に努め

ます。 

 

（住民投票）  

第２１条 町長は，町政に関する重要な事項について，直接，町民の意思を確認するため，住民投票を

実施することができます。  

 

２ 町長等は，住民投票の結果を尊重します。 

 

（子育て・子育ち 及び教育の推進） 

第２２条 町民及び町は，子育て・子育ち及び教育に関するそれぞれの役割を認識し，子どもが健 

やかに成長できる環境を確保するとともに，将来のまちづくりの担い手となる人材の育成に努め 

ます。 

 

（健康の推進） 

第２３条 町民及び町は，地域の連携，協働により健康を維持増進する環境づくりに努めます。 

 

 

（総合振興計画） 

第２４条 町長は，総合的な町政運営を図り，町の目指すべき将来像の実現に向けた町の最上位の計

画（以下「総合振興計画」といいます。）を策定します。 

 

（財政運営） 

第２５条 町長は，持続可能な財政運営のため，総合振興計画を踏まえ，予算を編成し，執行しま 

す。 

 

（行政評価） 

第２６条 行政は，効率的な行政運営を推進するため，行政評価を実施し，評価結果を施策等に適切に

反映させます。 

 

（説明責任） 

第２７条 行政は，政策形成，実施及び評価等の過程について，町民に分かりやすく説明するよう努めま

す。 

 

（危機管理） 

第２８条 町民は，平常時から防災意識の向上に努め，協働して災害等に備えるよう努めます。 

 

２ 町は，災害等に備えるため，町民及び自主防災組織その他関係団体と連携，協力を図ります。 

 

３ 町は，町民の生命，身体及び財産を災害等から保護するため，適切な施策を実施するとともに，危機

管理体制を整備します。 

 

（国，県及び他の地方公共団体との連携及び協力） 

第２９条 町は，公共サービスの向上及び共通する課題の解決のため ，国，県及び他の地方公共団体

と連携し，協力します。 

 

(協働の推進) 

第３０条 町民及び町は，地域課題の解決のため，協働してまちづくりに取り組みます。 

 

２ 町民及び町は，年齢，性別に関わらずすべての町民がまちづくりの主体であることを認識し，協働の

推進に努めます。 



 4 / 4 
 

（目的の共有） 

第３１条 町民及び町は，協働にあたっては，企画立案の段階から十分な協議を行い，適正な合意形成，

目的の共有を図ります。 

 

（協働のための学習支援） 

第３２条 町は，町民が協働に関して理解を深められるよう学習の機会を設けます。 

 

２ 町民は，地域課題や協働に関する理解を深めるよう努めます。 

 

（協働におけるそれぞれの役割） 

第３３条 町は，住民自治組織及び公共的な課題の解決を目的とする市民団体等の活動について，そ

の自主性及び自立性を尊重し，適切な支援を行います。 

 

２ 住民自治組織は，自主的かつ自立的な活動を行うとともに，地域課題の解決のため，町との協働に

努めます。 

 

３ 町民は，住民自治組織の役割を認識し，尊重するとともに，その活動に対して，積極的に協力するよ

う努めます。 

 

（条例の見直し） 

第３４条 

 

（条例の普及啓発及び推進） 

第３５条 


